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心理的ストレスの生理心理学的アプローチ
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Psychophysio1ogica1apProach　to　psychologica1stress

Katsuyoshi　Kawasaki　and　Tsuneo　Iwasaki（Institute　of　Psycho－ogy，University　of　Tsukuba，Tsuku－

ba305J・p・・）

　　There　are　two　streams　in　stress　studies．One　is　the　phys三〇1ogica1study　of　stress，and　the

other　is　the　study　of　psycho1ogica1stress．Litt1e　re1ationships　between　the　two　streams　have　been

determined　because　of　a　difference　in　stressors　with　which　the　respective　streams　of　studies　dea1．

The　physio1ogica1study　emp1oyes　physica1or　chemica1stressors，and　the　study　of　psycho1ogica1

stress　dea1s　with　psychb1ogica1stressors．The　mechanism　by　which　a　psycho1ogica1stressor　in－

duces　stress　responses　may　be　studied　with　physio1ogica1methods，because　the　mechanism　is　de一

岬・d・・t・…g・iti・・p・・・・・…’・・…1・・ti・・whi・h・・i・t・withi・・…g・・i・m．1・thi…ti・1・，w・

explored　the　possibi1ity　that　an　incentiye　down－t　is　a　promising　psychologica1stressor　for　deter－

mining　physio1ogica1mechanism　of　psycho1ogica1stress．
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　現代社会において，ストレスという言葉はきわめ

てポピュラーになっそいる．日常で用いられている

ストレスは必ずしも固定した概念ではないが，およ

そ個人に精神的身体的になんらかの問題を引き起こ

す刺激，環境状態，あるいはそこから生じる精神的

身体的変化を指していると考えてよいであろう．そ

の内容は，と’くに社会生活や人間関係による不安，

葛藤，フラストレーションのようなものを指すこと

が大部分で，このようなストレズが健康を損ない，

問題行動，異常行動を引き起こすと考えられている．

現代社会においてはこれらストレスが原因であると

考えられている心身症や犯罪が増大し，まさに社会

問題となっている．こうした意味で，ストレス研究

は今後社会的にもますます重要となると考えられて

いる．

　しかし，現在のところストレスの研究は大きく2

つg流れからなっており，この2つの流れの関係は

きわめて希薄なものとなっている．1つの流れはい

わゆるストレス学説を確立したSelyeに始まる生理

学的研究の流れで，ストレス研究の伝統的な流れで

ある．現在でも様々なテーマで多くの研究が行なわ

れている．こちらの研究におけるストレス概念は日

常に用いられるものとはかなりの隔たりがあるよう

に思われる．そしてもう1つの流れは，心理的スト

レス，あるいは生活ストレス研究の流れである．こ

れはアメリカのHo1mesやRaheらによって1950年代

あるいは60年代に始められた研究の流れで，ストレ

スの概念を心理社会的概念にまで拡大しようという

流れである．おもに，社会心理学や臨床心理学など

心理学で行なわれてきた研究の流れであるが，ここ

で使われている概念は最近医学の分野でも取り入れ

始められている．日常におけるストレス概念もこち

らの方のストレス概念と近いものである．本稿では，

まずこれら2つの研究の概略を述べ，とくに生理学

的研究の最近の知見を概観し，そこから2つのスト

レス研究の接点を見いだし，そこにおける生理心理

学の役割を考えてみたい．
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1．2つのストレス研究

　ここでは，Se1yeに始まるストレスの伝統的，生

理学的研究とLazarusヤHo1mes，Raheらにはじま’

る心理的ストレスの研究の概略を述べる．

1．1生理学的ストレス研究

　生理学的ストレス研究は，初めてストレス概念が

導入されてた当初から行なわれてきた伝統的研究領

域である．ここではストレスの概念の始まりとそれ

に関連する研究を概観する．

1．1．1伝統的ストレスの概念

　ストレスの概念を医学の分野において提唱したの

はSe1ye（Se1ye＆Mckeown，1935）であった．Selye

自身も述べていることであるが，このストレスの概

念は，C1audeBemafdの内部環境の概念やCam㎝
の内部環境の恒常性，すなわちホメオスタシスの概

念（Camon，1932）の影響を強く受けた概念であり，

一言でいえば，刺激によって生じたこのホメォスタ

シスでの「びずみ」がストレスなのである．Se1ye

の定義によれば，ストレスとは「生体系内のあらゆ

る非特異的変化からなる特異的な症侯群で表わされ

た状態のこと」（Se1ye，1956）であり，これを惹起

するあらゆる刺激のことをストレッサーという．

　Se1yeのいう「非特異的変化からなる特異的な症

侯群」というのは，ストレッサーの種類に対して非

特異的に生ずる全身適応症侯群（genera1adaptation

syndrome，GAS），あるいはストレッサーが局所的

に与えられた場合の局所的適応症侯群（1oCa1
adaptati㎝syndrome，LAS）のことである．GASと

は副腎皮質肥大，胸線萎縮，胃腸内の潰瘍などを含

む一連の特異的反応のことで，これは時間を追って

警告反応期’抵抗期，疲はい期の3段階を進む．こ

れに対してLASは局所部位の炎症，変性，壊死を特

徴とし，やはり3段階を進む、これらの反応1ヰ生体

に起こった「ひずみ」（ストレス）を修復しようと

いう生体の防衛的反応であるが，Se1yeは，この

GASやLASというストレス反応によってのみスト

レスを観察することができると考えている．した

がって，前述の不安や葛藤，欲求不満といったもの

は，ストレス学説においてはストレスそのものでは

なく，それを引き起こすストレッサーであるという

ことになる．たしかに，こうした流れにある生理学

的ストレス研究の研究者でも，ましてや概念の提唱

者であるSe1ye自身でさえも，例えば拘束ストレ

ス，電撃ストレスという言い方をしている．しかし，

これは拘束や電撃ショックがストレスだというので
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はをく，拘束や電撃によって生じた（あるいは生じ

ているはずの）ストレスという意味で用いられてい

るのである．ここで注意しなければならないことは，

ストレスとは環境や刺激側の問題ではなく，生体側

の問題なのであって，普通にはストレッサーとなる

はずの刺激が存在したとしても，それにさらされた

生体に必ずやストレスが生じているとは限らないと

いうことである．ストレスになっているかどうかは，

ストレス反応が現われるかどうかによって判断する

以外に手はないのである．

1．1．2　ストレス反応の生理学的研究

　Se1yeの概念提唱以来，医学の，とくに生理学の

分野で多くの研究が行なわれてきたが，その初期の

ものはストレス反応のメカニズムを明らかにするた

めの研究であった．1936年に発表されたSe1yeの論

文（Se1ye，1936）は，その表題のように，様々な

刺激によって同様の一連の生理学的反応が生じるこ

とを報告したものであった．それらの反応が前述の

GASであるが，Se1yeがその特徴としてとくに上げ

た反応は次の3つであった．すなわち，（1）副腎

皮質の肥大，（2）胸線，脾臓，リンパ節，その他

全身のリンパ組織の萎縮，（3）胃や十二指腸にお

ける出血や潰瘍である．初期の研究において行なわ

れたのはこのほかにストレス反応としてどのような

ものがみられるかの発見作業であり，その結果体重

の減少，体温調節の異常，循環血師からの好酸性白

血球の消失，体液や組織の構成要素中に認められる

化学的変化であった．こういったストレス反応の発

見作業は見方によっては現在でも続いているといえ

る．ただし，その対象はおもに末梢よりも中枢の，す

なわち脳の中での反応へと移っているようである．

　つぎにこれら様々なストレス反応の適応的意味や

それぞれの反応の関係が研究されてきた．その結果，

次のようなことが明らかとなっている．まず，末梢

に見られるこうしたストレス反応の全てが，間脳の

視床下部を中枢として起こっており，ここと密接に

結びついた末梢の器官である副腎がストレス反応の

中心的な役割を果たしていることが明らかとなっ

た．視床下部ではコルチコトロピン放出因子
（corticotrophin　re1easing　factor，CRF）が放出され，

これが副腎皮質刺激ホルモン（adrenocorticotropic

hormqne，ACTH）あ産出を促進する．そしてこの

ACTHが副腎を刺激し，各種の副腎皮質ホルモンを

放出させるのである．この過程において副腎の肥大

が起こる．そして放出された副腎皮質ホルモンは
様々な反応を生体内た引き起こすが，その1つが胸

線の萎縮である．副腎皮質ホルモンには炎症を抑え
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る働きのある抗炎症性コルチコイドまたは糖質コル

チコイドと，反対に炎症を促進する促炎症性コルチ
コイドまたは鉱質コルチコイドカミある批このうち

糖質コルチコイドの分泌が胃潰瘍等の発生にも関与

していることがSe1yeらの一連の研究から明らかに

なっている．一方，視床下部から副腎随質へは神経

性の連絡があり，これによって副腎随質ホルモンが

分泌される．これらのホルモンは心拍を上昇させた

り血圧を上げたりする効果を持っている．このほか

にも様々なホルモンがストレスによって一次的ある

いは二次的に放出されることが明らかになってき
た．

　これらのことと関連して，いわゆる適応病につい

ても，様々なことが明らかとなってきた．適応病と

は，適応反応すなわちストレッサーに対するGAS

の異常によって起こる病気であるが，心臓病から神

経症，精神病まで非常に多岐に及んでいる．そのメ

カニズムに関してこれまでの研究から明らかとな

り，臨床でかなり有用となっている事実は，おもに

末梢で起こる反応，すなわちストレッサーが脳下垂

体の働きを促した後のことが多いようである．これ

よりも前の事実，すなわちストレッサーが脳内に影

響を及ぼし脳下垂体からホルモンが分泌されるまで

のメカーニズムについても1960年代から研究されてい

るが，まだまだ明らかでないことが多い．これらに

ついては後に述べることにする．

　こういった伝統的なストレス研究においてもう1

つ注意しておかなければならないことは，ストレッ

サーの種類である．GASはどんなストレッサーに

対しても非特異的に引き起こされるものであるか

ら，これを研究するには原則的にどのようにスト

レッサーを用いてもよいことになる．実際，これら

の研究で用いられてきたストレッサーは，Se1yeが

GASを発見するにあたって初めて用いたとされる

フォルマリンをはじめ，低温環境，工一テル，電気

ショック，身体の拘束など様々である．おもにこれ

らはいわゆる物理化学的ストレッサーと呼ばれるも

ので，その程度はともかく，身体に直接与えられる

ストレッサーであった．こういったストレッサーは

我々が日常で生活しているときに受けるストレッ

サーとはかなり異質のものといえる．このあたりに

おいて，我々が日常で用いるストレス概念との隔た

りが生じてくるのであるが，何度も繰り返すように，

ストレスとはストレス反応によって観察されるもの

であり，その反応はストレッサーには非特異的に生

ずるやのなのであって，このストレス反応を研究す

るにあたってはストレッサーの種蓼はさほど問題に

なるものではないのである．したがってこれまでの
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研究においては，こうい？たストレッサーでなんら

問題が生じることはなかったのである．

　しかし，問題が変わればこの考えは改めなければ

ならない．これまではストレス反応がどういったメ

カニズムで起こるのか，その異常がどのような病気

に結びついていくのかといった問題がかなり詳しく

研究されてきた．しかし，「我々の生活の中のどの

ような事態が，どのようなメカニズムでストレッ

サーとなり得るのか」という問題についてはこれら

の研究ではあまり明らかにされてこなかった．そし

てまた，われわれの日常生活の中にあるストレッ

サーが，直接身体に痛みを与えるようなものではな

く，むしろ直接身体への刺激のない心理的ストレッ

サーである以上，上のような問題に対して物理化学

的ストレッサーを用いて研究してもその答えを得る

ことは困難であろう．このよう・な問題に最初に答え

ようとしたのが心理的ストレスの研究であった．次

に，こういった研究について概観してみる．

1．2心理的ストレスの研究

　上に述べたストレスの生理学的研究とここでのべ

る心理的ストレスの研究とのちょうど中間に位置す

る研究がある．それらは労働や運動，生活リズムの

みだれ，騒音や振動といったものがストレッサーと

なり得ることを示し牟研究で李る、こうしたスト

レッサーは我々の日常にあり，かつストレッサーの

要因が比較的明確で動物を使っての生理学的研究の

対象ξなりやすいものであった．しかし，心理的ス

トレスとはこういったものばかりではなく，より複

雑な家族環境，職場環境，学校環境といった場面で

のストレスを取り上げようとするものである．

1．2．1生活事件（life　event）の研究

　アメリカの精神科医Meyerは，日常で起こる生

活事件が障害発生の重要な部分を占めていると考

え，患者の生活歴である生活図（1ife　chart）を診断

の道具として使うことを提案している．彼が重要と

考えていたのは習慣の変化，入学，卒業，失敗，仕

事，家族の誕生や死などであった1こうした背景か

ら生まれたのが有名なHo1mes＆Rahe（1967）の社

会的再適応評価尺度（Socia1ReajustmentRati㎎

Scale，SRRS）の研究であった．SRRSの研究は1949

年から始められ，病院の患者の生活図に関するデー

タを基盤としており，きわめて臨床的な研究である．

彼らは仕事，家庭，家計など様々な領域で起こる生

活上の出来事を項目化した．この項目の中に「結婚」

が含まれているが，結婚の後それまでの生活パター

ンにまで回復する，すなわち社会的再適応するため



98 筑波大学心理学研究

に500必要だと仮定する．そして，そのほかの項目

の出来事が起こったときに，それまでの生活パター

ンにまで回復する，一すなわち社会的再適応するのに

必要とおもわれる量を様々な被験者に評定させた．

その項目を平均値の高い順にならべたものがSRRS

である．そして社会的再適応に必要な量として評定

された平均値を10分の1にしたものがLCU（Life

Cha㎎e　Unit）得点としてSRRSのそれぞれの項目

に付与された．そしてSRRSを一定期間に起こった

項目についてチェックさせたときに得られるLCU

得点の合計と，病理現象や，学業成績，事故などの

病気以外の問題との関連を追求していく．

　しかし，こうした生活事件の研究は，実際の病気

の発現との相関が低すぎるという理由でLazarusら
（Kamer　et　al．，1981）によって非難されている．

彼らの主張によれば，日常生活と病気との関連をと

らえるには生活事件ではなく，日常生活そのものの

中にある小さなストレスの蓄積を考えなくてはなら

ない．たとえば，生活事件の中の項目としてあげら

れている離婚1つをとってみても，一人で食事をし

なければならないとか，なんでも自分でやらなくて

はならないといったマイナスの面と，なんでも自分

の思い通りにすることができるといったプラスの面

とがある．日常の不快な出来事は日常性混乱（baily

hass1es）と呼ばれ，生活事件と心理学的病理の間

を媒介すると考えられており，一方，精神的な満足

は日常性高揚（Dai1y　uplifts）と呼ばれ，ストレス

を緩衝すると考えられている．これらの総和によっ

て評価したほうが心理的症状との相関が高く出るこ

とを彼らは実証している．こういった批判は，

Lazarusの興味が同じ心理的ストレスでも，環境の

方にあるのではなく，生体内部でのプロセスにある

からこそ行なわれたものであろう．また，こうした

主張が比較的有用な結果を生むことは，前にも述べ

たように，ストレスが外界環境の問題なのではなく，

生体内部の問題であることを考えれば当然のことと

いえる．そこで次には，生体内部でのプロセスを考

えたLazarus（1966）のモデルを紹介する．

1．2．2　Lazarusの心理的ストレスモデル

　心理的ストレスに関して初めて組織的研究をした

のはLazarusらであった．Lazams（1966）は心理

的ストレスに関して次のようなモデルを立ててい
る．

　まず彼は心理的ストレスを分析する媒介変数とし

て「脅威」（threat）という概念を設定している．

この脅威の程度を決定するものとして切迫する事態

に関する認知的評価（一次的評価）が想定されてい
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る、一次的評価の先行条件となるものは刺激布置の

要因（①危害を生ずる刺激とそれに対する心理的，

社会的，物理的資源との力関係，②予期される危害

③対面する切迫度，④刺激手がかりの不確かさ）と

心理的構造に関する要因（①動機づけ，②信念体系，

③知的資源）の2つである．それに続いてどう対処

するかについての認知的評価（二次的評価）の過程

があり，対処過程が遂行されると考えられている．

　彼のモデルは個人の認知的評価を強調したところ

に特色があり，個人の内部で起こっている，すなわ

ち生体内部の過程について考えられたものである

が，それゆえ生理学的研究の可能性が存在する．

2．2つのストレス研究の接近の可能性

　近年生理学的技術の発展によって，脳の研究が盛

んに行なわれている．これはスト、レス研究において

も例外ではなく，また，精神分裂病や，うつ病の発

生機序への関心からストレス時の脳内の動向が様々

な角度から検討されている．このことは，伝統的な

ストレス研究の流れにあって，なおかつ1．1の終わ

りに示した疑問，すなわち「我々の生活の中のどのよ

うな事態が；どのようなメカニズムでストレッサー

となり得るのか」という問題に対する，心理的スト

レスの研究とは違ったレベル，すなわち生理学的レ

ベルでの答えを提供し得る可能性を持っている．な

ぜなら，GASを引き起こす中枢が脳にあることや，

心理的ストレッサーが脳神経を通じて生体内に影響

を及ぼすことを考えると，心理的ストレッサーから

ストレス反応を引き起こすメカニズムが脳内に存在

することは容易に推測がつくし，したがって，スト

レッサーに対する脳内の変化を調べることがこの問

題を解決する第一歩であると考えられるからであ

る．そして，物理的なストレッサーだけではなく，

心理的ストレスの研究で取り上げられている，心理

的なストレッサーに対してこのメカニズムを知るこ

とができるとしたら，心身相関の問題の解決にせま

ることすらできるかもしれない．こういった点から，

心理的ストレスの研究とストレスの生理学的研究の

接近を考えることが可能であるかもしれない．

　ここでは，まずストレスと関連した脳内の変化を

報告したごく最近g研究を紹介し，ストレッサーの

問題に．関連して，ストレスの生理学的研究と心理的

ストレスの研究の接近の可能性について考えてみ
る．

2．1最近の脳研究の成果

　ストレスに関する神経科学的研究は1960年代ごろ
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からさかんに行われ，serotonin（5－HT）や
catecho1amineについていくつかの示唆が得られて

きたが，最近の研究においてもmOnOamineに関す

る研究が行なわれている．5、一HTに関しては今な

お明確でない点が多いが，ストレスによって5－

HTそのものや，その代謝産物の量が変化し，とく

に，5－hydroxyindo1acetic　acid（5－HIAA）が増加

することが知られている．しかし，これは非常に強

レ、ストレス時においてのみ認められており，また，

いくつかの証拠はこれらの変化が副腎皮質ホルモン

の影響による二次的なものである可能性を示唆して

いる（Dmn，1989）．Kitayamaら（1989）ぽ慢性

ストレス時に5－HT放出減少が脳内の様々な部位

で起こっていることを報告し，これが糖質コルチコ

イドによる伝達物質澗渇の予防システムであろうと

結論づけている．一方，人に対する攻撃性に関して

選択交配されたラットで，攻撃性の低いラットの方

が視床下部，中脳，および皮質での5－HT含有量

が高く，この動物の方が副腎皮質系のストレス感受

性が低いことが報告されている（Naumenko　et．a1．，

1989）。この報告は5－HTがろ十レス反応の発現ま

での過程に関与することを示唆するものである．ま

た，Ohi，Mikmi＆Takahashi（1989）、はラットの肢

への繰り返し電気ショックによるストレッサーへの

行動的な慣れに，5－HTが関与していることを報

告しており，Naumenkoらの研究と合わせると，5

－HTは行動的な変化をよ、く説明するようである．

しかし，この行動的変化が5－HTの直接的な影響

であるのか，ストレス反応を介しての二次的な影響

であるのかは今のところ明確でない．

　Catecho1amineについても，ストレッサーとの関

連を報告する文献がいまなお多く存在し，ストレス

時のnoradrena1ine（NA）代謝回転の尤進はほぼ確

実となったようである．Tanakaら（1982a，1982b，

1983．1989）は，拘束ストレッサーや電撃ストレッ

サーが脳の様々な部位でのNA代謝回転を尤進する

ことを報告しているが，最近ではこれらがモルヒネ

（Tanakaeta1．，1983）やdiazepaml（Idaeta1．，1985），

エタノール（Shirao　et　a1．，1988）の投与によって軽

減されることも報告している．そして，これらの薬

物が恐怖や不安といった情動を低減する薬物であ

り，さらにこれらによって起こるNA代謝回転の減

弱は情動に関与するといわれている視床下部，扁桃

体などで起こるため，NAの放出は生理的ストレス

反応（例えばコルチコステロンの分泌）だけでなく，

情勲性にも関与しているのではないかと結論してい

る．一方dopamine（DA）系では，中脳から前頭葉，

帯状回，側座核に投射している系の代謝回転尤進が
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知られており，とくに皮質との関係については，以

前のストレス経験によって皮質でのDA反応の鋭敏

化とストレスの鎮痛効果の減弱が起こることを報告

した論文（Caggiu1a　et　a1．，1989）もある．

　このほかに，最近ではacetylcho1ine（Dilsaver，

1988）やopioid　（Cover　＆・Buckingham，1989；

Sumova＆Jakoubek，1989；Rovati　et　a1．，1990；Odio

＆Brodish，1990）についてもストレスによって変化

が生じることが知られるようになった．

　また，ストレス反応に重要な部位も同定されてき

ている．たとえばHenke（1988a，1988b）は，扁桃

体の中心核の電気生理学的活動とストレス性潰瘍形

成の関係を報告している．彼は扁桃体中心核で5つ

のタイプのマルチプルユニット活動を記録し，その

中にストレス性潰瘍の形成を促進するものと抑制す

るものの両方を見いだした．また，Recherら（1988）’

は帯状束の損傷によって遊泳ストレスに対するスト

レス反応が増大することを報告している．さらに，

前述のTanakaら（1982a，1982b，1983．1989）が

ストレスによるNAの代謝回転尤進を報告している

のは，視床下部，扁桃体，視床，中脳，海馬，大脳

皮質，橋・延髄とかなり広い範囲にわたっているが，

ストレッサーが，直接物理的刺激が加えられない恐

怖ストレッサー（Tanakaらは心理的ストレスと呼

んでいる）である場合には，視床下部と扁桃体のみ

に限定される．また，彼らはNA代謝回転の部位に

よる継時的差異についても報告し，①視床下部，扁

桃体，視床，②大脳皮質，海馬，③大脳基底核の順

に代謝回転の尤進がみられると述べている．こうし

た事実は，ストレッサーからストレス反応が引き起

こされ，さらにはその事態の記憶，対処行動の発現

などといった一連の心的活動を反映していると考え

られ興味深い1また，海馬については拘束あるいは

電撃ストレッサーによって長期増強（L㎝g－term

potentiation）が阻害されることもFoyら（1987）

によって報告されており，彼らはこの現象がストレ

スによるNAあるいはopioidの変化のためではない

かと考察している．以上のように，最近のストレス

研究においては非常に様々な，そして細部にわたっ

ての脳内の変化が捉えられるようになってきた．

．2．2　ストレッサーに関する問題

　以上に述べてきたような脳研究が，2つのストレ

ス研究領域を関係づける可能性とそこにおける問題

点をのべる．
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2．1最近の脳研究におけるストレッサーの特徴と

　　問題
　以上に述べたよう．な，ストレスに関する脳内の変

化が次々と明らかになっていく流れの中で，用いら

れるストレッサーに変化が生じてきている．初期の

研究においては低温（たとえばGarattini＆Valzel－

1i，1958）や電気ショックのような物理化学的スト

レッサーが多く用いられてきたのに対し，次第に直

接身体へ刺激を与えることのないいわゆる心理的ス

トレッサーが頻繁に用いられるようになってきた．

こうした流れは，明らかに人間社会において問題と

なっているストレス，すなわち心理的ストレスを意

識したものであると考えられる．

　まず，物理化学的ストレッサーの予期でストレス

反応が生じることを示す報告がある．Cookら（1973）

は工一テルによる直接的なストレッサーではなく，

以前工一テルを与えられた容器にさらされただけで

血漿中のACTH増加が起こることを報告している．

また，Sumov直＆Jakoubek（1989）は電気ショック

の予期だけで，電気ショックの与えられたとき．と同

様のストレス性鎮痛がみられることを報告してい
る．

　Tanakaら（1983）によって用いられた心理的ス
トレッサ⊥は，小川と桑原（1981）によるコミ三ニ

ケーションボックスと呼ばれる装置の中へ被験体を

投入するものであった．この装置は縦横に5つずつ，

計25のコンパートメントからなり，各コンパートメ

ントの間はプラスチックの壁で仕切られている．床

は電撃が流れるグリッドになっているが，このうち，

四方をほかのコンパートメントに囲まれることにな

る4つのコンパートメントだけにはグリッドの上に

プラスチックが敷かれている．このため，このコン

パートメントの中の被験体は直接電撃を受けない

が，隣のコシパートメントにいる被験体が電撃を受

けて発する鳴き声や脱糞・排尿の臭い，飛び上が

り・もがきなどの情動反応にさらされることにな

る．これを彼らは心理的ストレスと呼んでいる．こ

うした罰刺激と結びついた刺激をストレッサーとし

て用いる実験を人問のストレス場面のモデルとして

考えるなら，我々が恐怖を感じる場面と非常に似て

いる．コミュニケーションボックスを用いたものを

除けば，単なるパヴロフ型の条件づけによ、るストレ

ス反応であるとも考えられるが，我々人間の恐怖場

面で生ずる心的メカニズムの生理学的解明に有用で

あるとも考えられる．

　また，Muir＆Pfeister（1988）によって用いられ

た心理的ストレスは新奇ケージヘの投入であった．

しかも，彼らは投入の時間を毎日固定するストレス

第13号

予測群と投入される時聞が毎日異なるストレス非予

測群との2群についてストレス反応を検討し，スト

レス非予測群の方がストレス予測群よりも高いコル

チコステロン反応がみられることを報告している．

ストレスの予測可能性についてはこれまで多くの研

究があるが（たとえば，Gui1e＆MuCutche㎝，1984；

Muir，Brown＆Pfister，1886；Quirce，Odio＆So1ano，

1981；Tsuda　et　a1．，1984；Weiss，1970），最近Tsuda

ら（1989）は予測可能性の違いによって，視床下部，

扁桃体，視床においてNA代謝回転が異なることを

見いだしている．こうした予測不可能性といったス

トレッサーも我々の恐怖や不安といった情動事態の

モデルとなるが，そのほかに，この情動事態の強さ

を規定する要因としての情報の慶味さと結びつけて

考えることができる．すなわち，前述したLazarus

のモデルで「脅威」を評価する際の先行条件の1つ．

となっている刺激布置の要因，刺激手がかりの不確

かさと深く関わる問題である．そういった意味で予

測不可能性はストレッサーの強さを決定する認知的

要因であるといえる．

　しかし，これまで見てきたような生理学的研究に

おけるストレッサーはいずれも心理学的な罰刺激と
結びつい’たものであった．我々の日常生活を考えた

とき，確かに中性的な場面が個人の認知的枠組みに

よって罰刺激と結びつき，ストレッサーとなること

もあるかもしれない．しかし，心理的ストレスとな

るのは必ずしもそういった場面ばかりではなく，そ

れだけではモデルとして不十分である．したがって，

ここで日常生活における心理的ストレスをこうした

生理的研究に乗せるためのモデル化の問題が生ず

る．最近，この心理的ストレスのモデルとして考え

られる一つ場面が報告されているので次に紹介す
る．

2．2．2新しいストレッサーの導入一これからの課

　　　題
　最近では罰刺激のみならず，期待される報酬の欠

如もストレッサーとなり得ることを実験的に示した

研究がある．Coover，Go1dman＆Levine（1971a，

1971b）はスキナーボックスでのレバー押し学習消

去場面において，血漿中の副腎皮質ホルモン量が増

加することを報告レ，Hart＆Coover（1982）はマ

ルチプルスケジュールで一方の刺激に対する反応だ

け消去した場面（正の行動対比場面）において副腎

皮質ホルモンの上昇を報告した．また，こういった

ストレス反応は無報酬に対してだけ起こるのではな

く，なお報酬がある場合でも報酬量の減少によって

起こることが報告されている．Go1dman，Coover＆
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Levine（1973）は水を強化子としたオペラント反応

において，FR20の強化スケジュールからFR40の強

化スケジュールヘと変化させたときに，反応率の低

下とともに，副腎皮質ホルモンの増加がみられるこ

とを確かめ，さらに，このホルモンの上昇が新しい

スケジュールの導入による新奇性によるものではな

いことをFR20からFR10，または連続強化のスケ
ジュールに変えることによって確かめた．Flaherty，

Becker＆Pohorecky（1985）は甘い水を舐めるといっ

た完了行動においても蕉糖溶液の濃度低下によって

フラストレーション反応が生起することを報告して

いる．さらにまた，こうしたフラストレーション反

応は，反応と報酬の有無の随伴性に関連なく，期待

が生じることによって生ずることが報告されている

（Coe，Stanton＆Levine，ユ983；Coover　et　a1．，1984）．

このようなストレス反応は，物理化学的ストレッ

サーとなるような要因が考えられないため，純粋に

認知的要因がストレッサーとなっていると考えられ

る．こうしたストレッサーは，我々が社会の中で経

験する，受験の失敗，失恋，約束の不履行，昇級の

延期といった認知的要因のストレッサーのモデルと

考えられ，大変興味深い．このようなストレッサー

による脳内の変化を検討し，ストレス反応生起のメ

カニズムを検討し，ほかのストレッサーによる変化

と比較することによって，このストレッサーの特徴

が生理学的にも裏づけられ，さらには「期待」のよ

うな認知的要因の生理学的基礎にせまることが可能

となるかも知れない．したがってこういったスト

レッサーを生理学的研究に導入していくことで，心

理的ストレスの研究との関係がより近いものとな

り，またさらに，それぞれの研究が深まるものと考

える．しかし，これまではこのようなストレッサー

に対する生理学的研究は皆無であり，まさにこれか

らの課題なのである．

3．　まとめ一心理学ストレスの生理心理学的
　　　研究

　以上のように，ストレスの生理学的研究と心理的

ストレスの研究とを概観し，この2領域の接近の可

能性を述べてきた．そこには，研究において取り上

げられるストレッサーに大きな違いがあった．生理

学的研究では物理化学的ストレッサーが比較的多く

用いられ，心理的スト・レス研究では，その名の通り

心理的なストレッサーが取り上げられてきた．しか

し，心理的ストレッサーがストレスを引き起こすメ

カニズムは，1人の人間の内部で起こる認知的過程

（評価）に依存したものであり，これは生体内の問

題であるから，その生理学的メカニズムを探ること

が可能であると考えられる、一方，生理学的研究に

おいても，ストレッサーがストレス反応を引き起こ

すまでのメカニズムを探ろうとするとき，ストレッ

サーの違いを考慮する必要がある．ここにおいて，

心理学的な概念の生理学的基礎を研究するのが生理

心理学の1つの立場であるとするなら，心理的スト

レスを生理学的手法によって，すなわち生理学的な

ストレス研究に基づいて研究していくことが，この

領域での生理心理学の一つの道であると考えられ

る．そこには人間社会おける心理的ストレスのモデ
ル化という’困難さがあるが，その克服こそ生理心理

学が果たさなければならない課題である．報酬量減

少によるストレスはその1つの例となるであろう．
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